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本装置は、電気回路・ガス回路・患者回路などからなっている。酸素源及び空気源より供給されたガスは、酸素と空気の

吸気バルブにて、設定された酸素濃度と流量に調整され患者回路に送られる。 

 

 間欠陽圧換気方式 

1. 吸気サイクル 

設定された吸気作動となるように吸気バルブと呼気バルブが動作し、患者回路を介して患者に吸気を行

う。 

2. 呼気サイクル 

呼気バルブが解放されることにより、患者回路内の圧が低下し、肺へ送り込まれたガスは、肺・胸郭の弾

性力により自然に呼出される。 

3. 自発呼吸 

患者回路の圧力/フローが設定されたトリガ圧分低下または設定フローに達することにより、自発呼吸の開

始を検出し吸気サイクルとなる。 

 吸気バルブ、呼気バルブの開閉は吸気時間・呼吸回数の設定情報を基に制御される。各設定値

は、デジタル表示される。 

 持続気道陽圧換気方式 

自発呼吸のある患者に用いますが、患者回路内圧を一定圧力に保ち、患者の肺を広げる方式である。主に

機器からの離脱前に使用する。 

 高頻度換気方式 

吸気側回路から吸気バルブにて設定された酸素濃度の吸気ガスが患者に送られる。 

また、HFO 用リニアモーター機構により発生した振動は、HFO 用ピストンを介して、患者回路内のガスに加

えられるが、この振動波が気管内チューブを通り患者の肺に伝わり、高頻度振動換気を行なう。 

平均気道内圧は、呼気バルブの開度により調整される。各設定値は、デジタル表示される。 

 

  


